
４月２８日(日)～５月５日(日)

「館内・屋外ウォークラリー」

「早春ブナ林さんぽ」
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ブナセンターだより ５月号

今 月 の ご あ ん な い

ブナセンターの G. W.プログラム

春の歌才ブナ林、添別ブナ林、森林公園を、ブナセ
ンタースタッフといっしょに歩きます。春の訪れを体

ゴールデンウィ－ク わくわく土曜日ランド

「レンズで見る春のブナ林」
春のブナ林の美しさを、レンズを通して
よく観察してみましょう！
カメラをさわったことのない子も
スタッフときれいな写真をとってみませんか？

【日 程】５月１８日（土）
【時 間】 １０：００～１５：００
【集 合】 ブナセンター(9：55）

または町民センター（9:45）
【定 員】 １０名（町内小学生対象）
【参加費】 ３００円
【持ち物】 野外で活動できる服装、長靴、軍手、飲物
【申込み】 前日17:00までにブナセンターへ

※詳しくは各小学校で配布のチラシにて

ブナセンターの館内と森林公園を歩いて、いろんな
指令に挑戦してみましょう！クリアできた方には、
ささやかなプレゼントもご用意しました。

【時 間】 ブナセンター開館時間中はいつでも
(９：３０ ～ １７：００)

【集 合】 ブナセンター
【対 象】 ５才～大人まで

※小学４年生以下の方は親子でご参加ください

【参加費】 無 料 【申込み】 不 要
【持ち物】 ＜屋外ウォークラリー参加の場合のみ＞

野外で活動できる服装、長靴、軍手、飲物

ブナ里自然塾・春

森へ行こう

「早朝バードリスニング」

鳥のさえずりが多い早朝の森を、

※プレゼントは数に限りがあります

♪

陶芸教室 毎週木曜日
昼の部 13:30~15:30
夜の部 18:30~20:30

参加費：無 料 ※材料費（粘土代 500円/1kg）がかかります

※初めて参加される方は、ブナセンター職員が指導します
ので、前日までにご連絡ください。

木工教室 毎週木曜日

講 師：西馬昇一郎先生
（ニセコ町 工房WEST HORSE)

参加費：無 料 ※材料は各自で用意

◎下澤先生が来られる日（５月の予定）
５月６日(月） （昼の部のみ）

ンタースタッフといっしょに歩きます。春の訪れを体
で感じてみませんか？

【時 間】 毎日１０：００～１２：００
【集 合】 ブナセンター（９：５０）
【定 員】 各回１０人
【対 象】 ５才～大人まで

※小学４年生以下の方は親子でご参加ください

【参加費】 ３００円
【申込み】 前日17:00までにブナセンターへ

（定員に空きがあれば当日参加も可）
【持ち物】 野外で活動できる服装、長靴、軍手、飲物

◎西馬先生が来られる日(5月の予定）

５月９日(木)、２３日(木)

18:30~20:30

ブナ材の手回しオルガン・ミニ演奏会

★期間：４月２７～３０日、５月１～５日（GW中の開館日は毎日）

★時間：午後３：３０～３：４５ ★自分で演奏することもできます ※詳しくはブナセンターまでお問い合わせください

特別講師：下澤暘子先生
（札幌市 北海ありそ焼・愉楽窯）

鳥のさえずりが多い早朝の森を、
気持ちよく散策しましょう！
ブナ林にはどんな野鳥が
生息しているのでしょうか？

【日 程】５月１９日（日）
【時 間】 ５：３０～７：３０
【集 合】 歌才ブナ林駐車公園
【参加費】 ３００円
【持ち物】 野外で活動できる服装、長靴、飲物

【申込み】 不 要

【雨天の場合】 中 止
駐車公園から

ブナ林入口までの
比較的平坦なコース

の往復です

♪

※今年は祝日に来て
いただく予定です
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黒 松 内 の 天 気
「昔の方が雪が多かった」、「ジリの日が減った」、「8月の残暑が厳しくなった」…

黒松内に長く住む方から、このようなお話を聞くことがあります。
黒松内の天気は本当に変わったのでしょうか。変わったとしたら、どのように変わったのでしょうか。
先月号の「冬編」に引き続き今月号の特集は、「天気」。気象庁の過去約40年の気象データを用いて
解析してみました。

（℃）

データから読み解く

夏編

夏の暑さはどう変化した？

6～8月の平均気温の変化をグラフにまとめました。

夏期の気温はゆるやかに上昇していることが明らかに
なりました。

1993年は日本全国で記録的な冷夏となりました。この
ため米が不足し、「平成の米騒動」とも呼ばれる混乱が
生じました。黒松内でも平均気温16.1℃と、平年より約
２℃下回りました。

2003年の16.6℃を最後に、それ以降平均気温18～
20℃と、比較的暑い夏が続いています。

夏の暑さは厳しくなってきているようです。

じりは増えた、減った？

1993年：16.1℃ 2003年：16.6℃

（年）

（時間※1月あたり）

【５月の休館日】

７日 / １３・１４日/ ２０･２１日 /２７･２８日

（ブナセンターは通常毎週月曜日と火曜日が休館日）

祝祭日は開館します・GW（4/27～5/6）は休まず開館

●「ブナセンターだより」はブナセンターHPからPDFファイ

ルをダウンロードできます。

●「ブナセンターだより」郵送ご希望のかたは、郵便番号、

住所、氏名、電話番号を明記のうえ、希望回数分の82円

切手を同封してブナセンターまでお送りください。

発行所：黒松内町ブナセンター
〒 048-0101 寿都郡黒松内町字黒松内 512 - 1   TEL （0136）72-4411 FAX （0136）72-4440
電子メール bunacent@host.or.jp ホームページ http://www.host.or.jp/user/bunacent/

じり

初夏、黒松内では「じり（海霧と書く）」が多く発生

します。峠の向こうは快晴なのに、黒松内だけどんより
とした濃い霧に包まれている…この特有の現象を、
地元の人は「黒松内天気」と呼んでいます。

じりの発生の有無はデータとして残っていないので、
6～8月の日照時間の平均値を参考に調べてみました。

日照時間は全体としては減少傾向にあり、特に1990年
頃から2010年頃まで、少ない夏が続きました。しかし
近年では、日照時間は多くなってきています。

近年、日照時間が多い年が続いたため、
じりが減ったと感じる人が増えたのでは？

今月号では黒松内の夏の気象データを読み解いてみました。

黒松内の天気は、この40年でじわじわと変わってきています。
気象庁の気象データは誰でもインターネット上で見ることができるので、興味のある方は、ぜひチェック
してみてください。参考データ：気象庁（https://www.jma/menu/menureport.html）

特にこの期間少ない

◆訂正◆ブナセンターだより4月号（№310）裏面に誤りがありました。
「冬の寒さはどう変化した？」より 誤）最も気温が低かったのは1894年の・・・ 正） 最も気温が低かったのは1984年の…
読者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

データの見方・グラフの作り方等
分からないことがあったら

ブナセンターにお尋ねください！

（時間※1月あたり）

（年）


